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　はじめに

造礁サンゴは夏期の満月前後に産卵すること

がよく知られ，サンゴ礁域では産卵に関する多く

の研究や観察が行われている．特に初夏のミドリ

イシ類の一斉産卵については，高い精度で産卵予

測が可能なほどの観察実績があり，奄美大島や沖

縄県などでも一般の方を対象とした観察会が行わ

れている．

非サンゴ礁域である高緯度海域に分布する造

礁サンゴ群集においても，和歌山県串本（御崎，

1989–1990, 1994–2001, 2003–2006）や熊本県天草

（Nozawa et al., 2006）を含む各海域で多くの研究

が行われている．特に高知県大月町では長期に渡

る観察で得られたイシサンゴ類の産卵パターンや

産卵時刻についての詳細な報告（目崎ほか，

2007）がある．

一方，鹿児島県本土周辺海域においては，こ

れまで産卵に関する研究はほとんど行われておら

ず，かごしま水族館に隣接するイルカ水路に移植

したエンタクミドリイシの卵の成熟についての報

告（田畑，2013）があるのみである．

かごしま水族館では，鹿児島湾における造礁

サンゴ類の産卵を確認することを目的として，

2014年 7–8月に 12日間の夜間潜水を行い，その

内 6日間で 4種の産卵を記録した．本記録は鹿児

島湾での造礁サンゴの産卵としては初めてのもの

である．

　調査結果

調査は，かごしま水族館から約 5 km南に位置

する鴨池漁港の東側防波堤（写真 1）周辺，水深

1–5 mの捨石や消波ブロックに付着する造礁サン

ゴ類を対象におこなった．観察開始時刻は日没か

ら概ね 1時間後の 20時を目安とし，スキューバ

ダイビングにより防波堤（約 70 m）を約 1時間

かけて往復しながら，産卵の有無を観察した．ま

た，エンタクミドリイシについては水中で断面の

観察を行ったほか，群体の一部を採取して水族館

へ持ち帰り，顕微鏡下で卵の成熟具合を確認した．

8月 11日（大潮）20時 45分，浮遊するバンド

ルとコモンサンゴに付着するバンドルを確認し

た．産卵する瞬間の確認はできなかったものの，

以降の観察からトゲキクメイシ属の一種の産卵と

鹿児島湾で初めて記録された造礁サンゴ類 4種の産卵
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思われた．翌 12日（大潮）20時 21分，トゲキ

クメイシ属の一種の産卵を確認，撮影に成功した

（写真 2）．14日（中潮）20時 35分には，12日に

産卵を確認したトゲキクメイシ属の一種と同じ群

体が再び産卵をおこなった．

高知県などイシサンゴ類の産卵研究において，

下弦の月の前後には多くの種の産卵が集中する事

が確認されている．2015年 7月の下弦の月であ

る 17日（小潮）には，今回の観察においても複

数種のイシサンゴの産卵が観察された．20時 17

分にはトゲキクメイシ属の一種，20時 43分には

コモンサンゴ（写真 3），20時 47分にはパリカメ

ノコキクメイシ（写真 4）と合計で 3種の産卵を

確認し，翌 18日には，20時 22分にコモンサンゴ，

21時 00分にパリカメノコキクメイシと 2種の産

卵を確認した．さらに，19日の 21時 22分には，

エンタクミドリイシの複数群体の一斉産卵を確認

した（写真 5）．結果は表 1のとおり．

写真 2．産卵中のトゲキクメイシ属の一種．橙色のバンドル
をもち，同じ群体が異なる日に産卵するのが確認された．
写真は 2014年 8月 12日，20:25に撮影．

写真 3．産卵中のコモンサンゴ．本種の卵は褐虫藻をもつ
ため薄い褐色に見える．写真は 2014年 8月 18日，20:24
に撮影．

写真 4．産卵中のパリカメノコキクメイシ．産卵が近づく
と濃い桃色のバンドルがポリプの中に透けて見える．写
真は 2014年 8月 17日，20:47に撮影．

写真 5．産卵中のエンタクミドリイシ．20:00ころにポリ
プにバンドルがセットされたことが確認されたが、バン
ドルが放出されたのはその 1時間以上後だった．写真は
2014年 8月 19日，21:22に撮影．
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　おわりに

今回得られた産卵時期や産卵時刻に関する知

見は，高知県大月町での報告とよく一致した．今

後，さらに観察を続けて多くの産卵記録を蓄積し，

鹿児島湾の造礁サンゴ類の産卵傾向の分析を行い

たい．
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